
１．ＣＯＰ改善基本方針

２．供給区域概要 ４．主要機器構成 ６．実績
機器名 型式 容量 台数

KB-1 貫流ボイラー 2.0t/h 1
KB-2 貫流ボイラー 3.0t/h 1 都市ガス 41,833.0 40,237.2 28,682.4 36,713.2 37,033.7 35,532.2 40,232.5
KB-3 貫流ボイラー 3.0t/h 1 電力 22,477.9 21,713.2 19,072.3 17,801.2 19,315.0 18,008.4 20,390.6
KB-4 貫流ボイラー 2.0t/h 1 合計 64,310.9 61,950.4 47,754.7 54,514.4 56,348.7 53,540.6 60,623.2
KB-5 貫流ボイラー 3.0t/h 1 冷熱販売量 21,523.3 21,199.3 15,606.8 13,507.9 18,125.0 16,470.0 21,199.3
KB-6 貫流ボイラー 3.0t/h 1 温熱販売量 24,336.1 23,580.3 15,198.4 22,997.2 22,059.0 23,078.0 23,580.3

R-1蒸気吸収式 450RT 1 合計 45,859.4 44,779.6 30,805.2 36,505.1 40,184.0 39,548.0 44,779.6
R-3蒸気吸収式 450RT 1 ＣＯＰ 0.713 0.723 0.645 0.670 0.713 0.739 0.739
R-4蒸気吸収式 450RT 1

TR-2電動ターボ冷凍機 500RT 1
CT-1 14.9GJ/h 1 ７．需給バランス
CT-2 14.9GJ/h 1
CT-3 14.9GJ/h 1 14,700 MJ/h 冷水供給能力 23,417 MJ/h

15,590 MJ/h 蒸気供給能力 36,112 MJ/h

３．供給区域図 ５．機器フロー概念図 ８．具体的改善内容

都市ガス（GJ/年） 電力（GJ/年）

小計 -5 1,323 0 0
合計

９．エネルギー効率の目標値 （GJ/年）
令和元年度 令和５年度

改善前一次ｴﾈﾙｷﾞｰ量 61,950.4 ―　
一次ｴﾈﾙｷﾞｰ削減量 ―　 1317.9
削減後一次ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量 ―　 60,632.5

１０．本改善後の見通し

需要家のリニューアルが終わり、熱販売量が以前の状態に戻る令和５年度にはCOPが０．７以上に回復することが予想されますが、今後も確実に暫定基準が達成できるよう、対応してまいります。

一次ｴﾈﾙｷﾞｰ削減量（計画値） 備考

改善後COP 0.739

①

②

部品交換による冷媒流量制御
系の調整により効率の回復を図
る。

冷熱製造のﾍﾞｰｽロード機であ
る電動ターボ冷凍機の冷媒流
量の制御の不具合により、部分
負荷時の効率が悪化していた。

最も運転時間の長い吸収式冷
凍機の１台が冷水・冷却水ポン
プが定流量制御で運転されて
いた。

年度

1,318
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令和２・３年度はコロナ禍の影響と当該区域の複数の需要家において建物内のリニューアルが行われテナントが退去したことから熱販売量が減少した結果、プラントの熱負荷が減りCOP0.7を達成できませんでした。令和４年度には熱販売量が戻
り、電動ターボ冷凍機の部分負荷時の効率改善や吸収式冷凍機の補機のINV化等の対策が功を奏し、ＣＯＰ０．７の暫定基準を達成いたしました。令和５年度にはすべての需要家のリニューアルが完了しテナントの再入居が進むことで熱販売量が
令和元年度並みに戻りCOPも０．７以上になることが予測され、今後も確実にCOP０．７を達成できるよう、設備の最適な運用を目指します。
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蒸気ボイラ-

熱販売量
実　績
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ルギー

供給区域名

区域面積 18,000m2

供給延床 113,365m2

供給施設 事務所

一昨年度実施済み
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0.0 162.7

0.0

522.0

冷水・冷却水ポンプをインバー
ター制御化し、搬送動力の削
減を行う。

昨年度実施済み

一次エネルギー削減量のベースは令和元年度とした

0

④

蒸気配管の断熱に不具合箇所
があった。

断熱の不具合箇所の補修を行
う。

一昨年度実施済み

一昨年度実施済み

冬期における冷却水の冷凍機
入口温度の最適化が必要で
あった。

冷却水バイパス弁の設定を変
更し、現在の冷却水の冷凍機
入口温度１８℃の設定を１２℃
に変更することにより、冷凍機
のCOP向上を図る。
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